
街角やきものセレクション「濠から出土した陶磁器」 

学芸員のちょこっと解説 

 

 中世堺の様子をポルトガル人宣教師のガスパル・ヴィレラ

は『耶蘇会士
や そ か い し

日本
に ほ ん

通信
つうしん

』の永
えい

禄
ろく

５（1562）年の書簡で「町は

甚だ堅固にして、西方は海を以て、また他の側は深き堀を以

て囲まれ、常に水充満せり」と報告しています。そして、そ

の濠（堀）は天正 14（1586）年に豊臣秀吉の指示によって

埋められたという記録（『貝塚
かいづか

御座所
ご ざ し ょ

日記
に っ き

』）があり、慶長 20

（1615）年の大坂夏の陣からの復興に際しては完全に埋めら

れたと考えられています。 

堺区熊野町
くまのちょう

東 5 丁にある熊野
ゆ や

小学校の発掘調査（SKT1166

地点）では、当時の濠跡を確認し、町側から徐々に埋められ

た様子を確認しました。 

展示した陶磁器は、濠を最後に埋めた層から出土しました。

中国染付鉢の体部外面には牡丹
ぼ た ん

唐草
からくさ

文
もん

が、見込みには牡丹が

描かれています。また、肥前磁器染付碗の口縁部外面には唐

草文帯が、体部外面には山水
さんすい

文
もん

が描かれています。 

これらは 17 世紀前半に作られたもので、濠が 17 世紀前半

～後半にかけて完全に埋められたことを示す資料です。 

 

 



展示中の資料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           

 

 

 

 

 

 

 

 

※全て SKT1166（堺区熊野町東 5 丁）出土 

中 国
ちゅうごく

染付
そめつけ

鉢
はち

 肥前
ひ ぜ ん

磁器
じ き

染付
そめつけ

碗
わん

 

肥前
ひ ぜ ん

陶器
と う き

碗
わん

 肥前
ひ ぜ ん

陶器
と う き

瓶
へい

 


